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九州工業大学大学院工学府社会人修学支援講座について 

 九州工業大学大学院工学府では，社会人大学院学生の受け入れを

推し進める取組みの一環として，平成１９年４月から社会人修学支

援講座（技術者大学院講座及びスーパーティーチャーズカレッジ）

を実施しております。 

 この講座は，本学府において開講している社会人向け授業科目を

活用して，一般の大学院学生とともに，学んでいただくことのでき

る内容となっております。 

 大学院への入学を志している社会人の方のみならず，企業の技術

者の皆様方におかれましては，再教育の場としてもご活用いただき，

一定の単位修得後は大学院への入学，学位取得についても視野に入

れていただけますと幸いです。 

令和３年２月 

                 大学院工学府長



講座の構成 

社会人修学支援講座は，以下に掲げる，２つの講座で構成されています。

講 座 名 趣   旨 

技術者大学院講座
民間企業等の技術者，高度な自己教育を希望する技術者に対して，大学院

レベルの専門的基礎教育，先端的技術者教育を実施する。 

ｽｰﾊﾟｰﾃｨｰﾁｬｰｽﾞｶﾚｯｼﾞ 

理数系科目を担当する教員や再教育の機会を希望する者に，自己再教育の

機会の提供を行い，科学技術振興を地域で担い，理数系教育をリードする

人材の養成を行う。 

授業について 

 主に 16：20 ～ 21：10 の間で実施いたします。

 ただし，一部については隔年，集中講義形式，英語資料等活用する科目もありますので，

講義内容一覧をご参照ください。

 また，新型コロナウイルス感染症拡大状況等によっては Zoom などを活用した遠隔授業

形式で開講する可能性もあります。ご不明な点がございましたら，工学部大学院係へお問

い合わせください。

履修形態・費用 

履修形態等は以下のとおりです。

 科目等履修生としての履修を行った場合，所定の要件を満たし，試験等に合格すると，

単位が授与され，工学府入学後に修了に必要な単位として取り扱うことができるよう配慮

されています。

 その他，単位修得目的にかかわらず，理数教育の支援，再教育等の必要性に応じ，聴講

生としての受入れも行っております。

 費用等も異なりますので，目的にあった区分によりお申し込みください。

区  分 試験・単位の取り扱いについて 費  用 

科目等履修生 

（単位修得を希望する場合） 

試験，レポート提出等が必要となる場合があります。

合格した場合には，単位が与えられます。 

１科目につき 

９，８００円 

聴 講 生 

（聴講する場合） 
試験，レポート提出等の必要はありません。    無 

 （注：上記金額は，令和３（2021）年度予定額につき，変更になる場合があります。）



対 象 者 

大学を卒業した者または大学卒業程度の学力があると認められた者

提出書類 

 希望する場合は，以下の書類を添え，各期限までに郵送等によりお申し込みください。

 （1） 願書兼履歴書（最終頁参照 両面コピーの上使用可）

（有職者にあっては，勤務先所属長等の証明を裏面に受けてください。）

 （2） 最終出身校の卒業証明書，成績証明書（本学卒業生等は，不要）

締   切 

開講区分に応じて，各期限までに提出ください。

区  分 締切等 

第 １ クォーター開講科目       令和３年 ２月２６日 (金) 

第 ２ クォーター開講科目 令和３年 ４月３０日 (金) 

第 ３ クォーター開講科目       令和３年 ８月３１日 (火) 

第 ４ クォーター開講科目 令和３年１０月２９日 (金) 

結 果 等 

希望者多数の場合は，人数について調整する場合があります。

 開講場所等の詳細については必要な手続きと併せ，第１クォーター開講科目は３月末，第２

クォーター開講科目は５月末，第３クォーター開講科目は９月末，第４クォーター開講科目は１１

月末を目処に通知します。

 テキスト代等は，本人の負担となります。

そ の 他 

受講が決定した場合，入学手続きを行うことになりますが，その際，所定の保証書・誓

約書等を提出していただきます。

 なお，関係書類により取得した個人情報は，必要となる諸手続きや連絡事項以外の目的

には使用いたしません。

問い合わせ・書類提出先  

九州工業大学 工学部大学院係

 〒804-8550 北九州市戸畑区仙水町１番１号

 ℡：093-884-3057 E-mail：koh-daigakuin@jimu.kyutech.ac.jp 



実施科目について 

実施科目については以下のとおりです。詳細は講義内容一覧をご参照ください。 

集中講義のほか、隔年で実施される科目もありますので、開講年、開講ｸｫｰﾀｰにご注意ください。 

授業科目中、（奇）、（偶）は隔年開講科目であり、西暦奇数年度または西暦偶数年度開講を表します。 

１．技術者大学院講座     

授業科目名 単位 開講ｸｫｰﾀｰ 開講曜日等（予定）

上級教養科目

知的財産論 ２
第２ｸｫｰﾀｰ 

（週２コマ）

火 18：00-19：30 

火 19：40-21：10

ＭＯＴ特論 ２
第３ｸｫｰﾀｰ 

（週２コマ）

火 18：00-19：30 

木 18：00-19：30

産業組織特論Ａ（偶） １
第３ｸｫｰﾀｰ

（週１コマ）
月 14：40-16：10

産業組織特論Ｂ（奇） １
第３ｸｫｰﾀｰ

（週１コマ）
月 14：40-16：10

近現代産業文化史特論（偶） １
第１ｸｫｰﾀｰ

（週１コマ）
月 14：40-16：10 

ジェンダー史特論（奇） １
第１ｸｫｰﾀｰ

（週１コマ）
月 14：40-16：10

専門科目

バリアフリー交通論 ２
第３ｸｫｰﾀｰ 

（週２コマ）

金 18：00-19：30 

金 19：40-21：10

地盤シミュレーション工学（偶） ２ 第２ｸｫｰﾀｰ 集中講義

知的システム構成特論 ２
第１ｸｫｰﾀｰ 

（週２コマ）

火 18：00-19：30 

木 18：00-19：30

弾性力学特論 ２
第２ｸｫｰﾀｰ 

（週２コマ）

火  18：00-19：30 

木 18：00-19：30

応用構造解析特論 ２
第２ｸｫｰﾀｰ 

（週２コマ）

月 18：00-19：30 

月 19：40-21：10

ディジタル回路システム特論 ２
第４ｸｫｰﾀｰ 

（週２コマ）

月 18：00-19：30 

火 18：00-19：30

先端電気工学特論（偶） ２
第３ｸｫｰﾀｰ 

（週２コマ）

水 18：00-19：30 

木 18：00-19：30

先端電子工学特論（奇） ２
第４ｸｫｰﾀｰ 

（週２コマ）

水 18：00-19：30 

木 18：00-19：30

ナノ材料化学特論（偶） ２
第１ｸｫｰﾀｰ 

（週２コマ）

金 14：40-16：10 

金 16：20-17：50

材料科学特論（奇） ２ 第２ｸｫｰﾀｰ
土曜または 

夏季集中講義

計算材料学特論（偶） ２ 第２ｸｫｰﾀｰ
土曜または 

夏季集中講義

ＭＥＭＳ工学特論 ２
第２ｸｫｰﾀｰ 

（週２コマ）

水 16：20-17：50 

金 16：20-17：50

２．スーパー ティーチャーズカレッジ 

授業科目名 単位 開講ｸｫｰﾀｰ 開講曜日等（予定） 

専門科目 現代数学特論 ２ 第２ｸｫｰﾀｰ 
夏季集中講義 

８月下旬（未定） 

※クォーターについて  

区  分 期  間 区  分 期  間 

第１ｸｫｰﾀｰ  ４月 ８日～ ６月１０日 第３ｸｫｰﾀｰ １０月 １日～１２月 1日

第２ｸｫｰﾀｰ  ６月１１日～ ８月１２日 第４ｸｫｰﾀｰ １２月 ６日～ ２月１０日



講 義 内 容 一 覧 



1．技術者大学院講座

科目名 講義概要 授業計画 

履修上の 

注意事項

等 

担当教員 開講ｸｫｰﾀｰ 

知 

的 

財 

産 

論 

我が国は熾烈な国際競争の中

で、知的財産立国を掲げ、活

力ある経済と産業を実現しよ

うとしている。この施策を支

える一員として社会において

法例を遵守し、知的財産権の

権利化、活用、コミュニケー

ション等を行えるように、権

利化・活用の基礎的な実務能

力と法律的基礎知識を身につ

けさせることを目的とする。 

(１)知的財産権全般 

（意匠、商標、営業秘密） 

(２)知的財産権全般（著作権） 

(３)先行特許の調査方法 

（特許庁J-PlatPat 等の利用） 

(４)先行特許の調査方法 

（特許庁J-PlatPat 等の利用） 

(５)出願から登録迄の流れ 

（出願から査定迄、審判、特許料等） 

(６)特許法の概要 

（特許要件、救済規定、補正、共同発明等） 

(７)明細書の書き方読み方（機械） 

(８)明細書の書き方読み方（電気） 

(９)明細書の書き方読み方（情報・通信） 

(10)明細書の書き方読み方（物質） 

(11)優先権と外国出願 

（属地主義、優先権、国内優先権等） 

(12)技術移転、ライセンス契約 

(13)特許侵害係争、職務発明 

(14)企業特許戦略 

(15)安全保障輸出管理 

(16)政府の施策 

（科学技術創造立国と知的財産立国） 

憲法、法

律学など

の法学課

目があれ

ば、履修

しておく

ことが望

ましい。 

柳楽 隆昌 

石橋 一郎 

下田 正寛 

荻原 康幸 

第２ｸｫｰﾀｰ 

Ｍ 

Ｏ 

Ｔ 

特 

論 

技術は企業の持続的成長の基

盤であるが、成果を効率的に

生み出すためには、戦略を持

つ必要があり、そのためには

経営マネジメントの理解が不

可欠である。 

企業の戦略をどう確立する

か、事業創造、マーケティン

グ、アカウンティング等の手

法を紹介し、技術者に期待さ

れるスキルの習得を目指す。 

また企業活動を総合的に考え

るために経済産業政策につい

て学ぶ。 

(１)「イノベーションとMOT」 

(２)「企業と事業創造」（１回目） 

(３)「企業と事業創造」（２回目） 

(４)「マーケティング戦略」（１回目） 

(５)「マーケティング戦略」（２回目） 

(６)「経営戦略」（１回目） 

(７)「経営戦略」（２回目） 

(８)「イノベーションと人材」（１回目）  

(９)「イノベーションと人材」（２回目） 

(10)「アカウンティング」 

(11)「技術とCSR」 

(12)「経済産業政策」（１回目） 

(13)「経済産業政策」（２回目） 

(14)「経済産業政策」（３回目） 

(15)「経済産業政策」（４回目） 

経 済 の 動

き や 企 業

の 動 向 に

関 心 を 持

って臨み、

分 析 の 視

点 を 習 得

す る よ う

努 め る こ

と。 

調整中 第３ｸｫｰﾀｰ 

産 

業 

組 

織 

特 

論 

Ａ 

この講義は、ベンチャー企業

やイノベーションに関する基

礎的な知識の修得を目的とす

る。閉塞する現在の日本社会

において、経済成長の担い手

や文化の創造者として、社会

から大きな役割期待を背負っ

ているのがベンチャー企業で

ある。講義では、主にベンチ

ャー企業の経営や取り巻く環

境、ビジネスアイデアの考え

方について取り上げていく。 

(１)イントロダクション＆ベンチャー企業と

は何か 

(２) 事業の構想① 

(３) 事業の構想② 

(４) 事業の構想③ 

(５) 事業の構想④ 

(６) ベンチャー企業の成長マネジメント① 

(７) ベンチャー企業の成長マネジメント② 

(８)総括とテスト 

特になし 小江 茂徳 第３ｸｫｰﾀｰ 

〔偶数年度〕



産 

業 

組 

織 

特 

論 

Ｂ 

この講義は、企業の現場で求

められるマネジメントの基礎

的な知識の修得を目的とす

る。出身学部の如何を問わ

ず、企業では、プロジェクト

のリーダーや部や課の管理

者、さらには経営者として、

組織のマネジメントを担うこ

とが求められる。講義では、

こうした将来のキャリアに備

え、経営者や管理者としての

姿勢・スキルについて学ぶ。 

(１)イントロダクション＆経営とは何か 

(２)モチベーション論① 

(３)モチベーション論② 

(４)モチベーション論③ 

(５) 社内区分制度と昇進管理 

(６)リーダーシップ論① 

(７)リーダーシップ論② 

(８)総括と試験 

経 営 学 の

専 門 知 識

は 必 要 と

しない。 

小江 茂徳 第３ｸｫｰﾀｰ 

〔奇数年度〕

近 

現 

代 

産 

業 

文 

化 

史 

特 

論 

歴史上人間が営んできた数々

の産業は、近代化を経験する

地域・国家・グローバルな社

会にどのような文化を残し、

現代と連続しているのだろう

か。産業の歴史に不可欠であ

る「技術」の在り方を、ヨー

ロッパ・アメリカ・アジア等

の地域における文化的な文脈

の中で理解する。 

(１)オリエンテーション 

(２)産業がつくる地域性 

(３)工業化と新産業 

(４)工業化と新技術 

(５)都市社会と労働 

(６)都市労働者の文化 

(７)産業のグローバル化と文化 

(８)まとめ 

・課題を選

び プ レ ゼ

ン テ ー シ

ョ ン を 実

施する。 

・自由課題

の レ ポ ー

ト を 作 成

する。 

水井万里子 第１ｸｫｰﾀｰ 

〔偶数年度〕

ジ 

ェ 

ン 

ダ 

｜ 

史 

特 

論 

西洋を中心とした近代化、産

業革命の時代の工業化と労働

者の増加による都市化、社会

格差の広がりと福祉の成立、

国民の政治参加と民主主義の

確立、これら西洋近代史の中

枢の出来事を、「性差」＝ジ

ェンダーの観点から読み直

す。その結果男女の役割や格

差の問題が歴史の中でどのよ

うに作り上げられてきたの

か、という問いに答えなが

ら、現代を理解するためにも

重要なジェンダーの問題につ

いて理解を深める。また西洋

の外側にあってなお関わりの

深い植民地のジェンダーにつ

いても取り上げ、国際格差の

中で起こるジェンダーの諸問

題は、どのような起源とプロ

セスを経て今顕在化している

のか事例から考察する。 

(１)ガイダンス 

(２)文献検索演習 

(３)工業化・近代化 

(４)人権・福祉の成立 

(５)参政権運動 

(６)戦争とジェンダー 

(７)グローバル化とジェンダー 

(８)まとめ 

・課題を選

び プ レ ゼ

ン テ ー シ

ョ ン を 実

施する。 

・自由課題

の レ ポ ー

ト を 作 成

する。 

水井万里子 第１ｸｫｰﾀｰ 

〔奇数年度〕



バ 

リ 

ア 

フ 

リ 

｜ 

交 

通 

論 

バリアフリーに関する社会情

勢や課題解決のための技術に

ついて、その考え方を学ぶ。ま

た、輪講を通して最新のバリア

フリーやユニバーサルデザイ

ンに関するトピックについて

理解を深める。 

授業の前半は講義形式、後半は輪講を行う。 

(１)高齢者・障害者から見た交通問題 

(２)バリアフリーへの取り組み 

(３)ターミナルの移動円滑化 

(４)公共交通機関の移動円滑化 

(５)道路空間の移動円滑化 

(６)建築物の移動円滑化 

(７)高齢者・障害者のモビリティ確保１ 

(８)高齢者・障害者のモビリティ確保２ 

(９) 輪講 

（テーマ「人にやさしい交通のあり方」） 

(10) 輪講 

（テーマ「人にやさしい交通のあり方」） 

(11) 輪講 

（テーマ「人にやさしい交通のあり方」） 

(12) 輪講 

（テーマ「人にやさしい交通のあり方」） 

(13) 輪講 

（テーマ「人にやさしい交通のあり方」） 

(14) 輪講 

（テーマ「人にやさしい交通のあり方」） 

(15) まとめ 

特になし 寺町 賢一 第３ｸｫｰﾀｰ 

地 

盤 

シ 

ミ 

ュ 

レ 

｜ 

シ 

ョ 

ン 

工 

学 

地盤上に構造物を築造する、地

盤内にトンネルなどを構築す

るような場合、物理・力学的な

厳密な解法はない。ただしもの

を作るためには、ある程度割り

切ってモデル化し、設計が実施

される。 

本講義は、地盤に関係した設計

を行う際の、現状の割り切り方

を理解し、さらに合理的に設計

を行うためのシミュレーショ

ン方法を学習するものである。

シミュレーションとは、ある現

象を模擬的に現出すること、現

実に想定される条件を取り入

れて実際に近い状況を作り出

すこと、と定義される。 

ゆえに本講義では、コンピュー

ターによるシミュレーション

解析のみならず、土質試験や手

計算でシミュレーションを行

う方法（考え方）を、実例をも

とに習得する。 

(１)地盤力学・地盤工学と実務的復習 

(２)地盤力学・地盤工学の実務設計の乖離 

(３)埋立地盤における工学的諸問題 

(４)沖積地盤における工学的諸問題 

(５)埋立・沖積地盤における工学的諸問題 

[1]－ 圧密 

(６)埋立・沖積地盤における工学的諸問題 

[2]－ せん断変形 

(７)埋立・沖積地盤における工学的諸問題 

   [3]－ 支持力 

(８)土構造物の常時安定問題 

(９)土構造物の地震時及び降雨時安定問題 

(10)土構造物の常時変形問題 

(11)土構造物の地震時及び降雨時変形問題 

(12)簡易的な三次元解析[１]－ トンネル 

(13)簡易的な三次元解析[２]－ 堤防 

(14)土構造物の設計・施工上の留意点 

(15)予備及び講義総括 

学部におい

て、地盤工学

または土質

力学関連科

目を修得し

ていること

が望ましい。 

田上 裕 隔年 

第２ｸｫｰﾀｰ 

（集中講義） 

〔偶数年度〕

知 

的 

シ 

ス 

テ 

ム 

構 

成 

特 

論 

高度な情報処理機器を実現す

るためには、装置としてのハー

ドウェアに関する知識とそれ

を効果的に動かすための最適

なソフトウェアの開発が必要

である。本講義では、システム

としての画像計測装置を取り

上げ、その効果的な知的システ

ムを構築するための各種デー

タ構造とアルゴリズムの考え

方について学ぶ。 

(１)オリエンテーション

(２)知的システムとは

(３)医用画像工学の概要

(４)医用画像システム

(５)アルゴリズムとは

(６)アルゴリズムの設計と解析

(７)データ構造とは

(８)基本的なデータ構造

(９)線形リスト

(10)スタックと待ち行列

(11)木構造

(12)データ探索問題

(13)2分探索と平衡木

(14)グラフ構造

(15)総括

特になし 神谷 亨 第１ｸｫｰﾀｰ 



弾 

性 

力 

学 

特 

論 

材料力学や弾性力学は材料を

安全かつ経済的に正しく使用

することを学ぶための学問で

ある。また、弾性力学が基礎工

学の体系において不可欠の一

分野であることは周知のこと

である．本講義では学部で学ん

だ材料力学と弾性力学の初歩

の知識を基礎として、それをさ

らに一歩進め、特に実際問題に

弾性力学の考え方を応用でき

るだけの実力をつけることに

重点におく。 

(１)平滑材の強度と切欠き材の強度

(２)材料力学と弾性力学について

(３)線形弾性体の基礎方程式

（その１：応力、ひずみ、フックの法則の復習）

(４)線形弾性体の基礎方程式

（その２：応力、ひずみ、フックの法則の復習）

(５)線形弾性体の基礎方程式

（その３：境界条件の考え方について）

(６)応力関数・変位関数による解法

（極座標と軸対称問題）

(７)円孔ならびにだ円孔の応力集中

(８)中間試験

(９)き裂問題の解と線形破壊力学

(10)応力集中係数と切欠き係数

(11)試験片の強度から実物の強度を予測する

こと

(12)応力場を理解するための体積力法の考え

方について

(13)エネルギ原理

（ひずみエネルギ、相反定理など）

(14)積分方程式による弾性境界値問題の解法

（体積力法、境界要素法、特異積分方程式法）

(15)弾性力学に関する最近の話題について

弾性力学の

考え方を理

解する上で

重要な点・難

しい点を十

分に時間を

かけて説明

するので基

礎式の誘導

等は教科書

や参考書を

基に自習す

ること。

特に、実際問

題に弾性力

学の考え方

を応用でき

るだけの実

力をつける

ことに重点

におく。

野田 尚昭 第２ｸｫｰﾀｰ 

応 

用 

構 

造 

解 

析 

特 

論 

設計において数値シミュレー

ションが頻繁に使われるよう

になってきているが、単に必要

なデータを揃えただけでは高

精度な結果を得ることはでき

ない。 

本講義ではブラックボックス

化されている理論およびプロ

グラミングテクニックなどを

解説した後、演習としてエクセ

ルによる簡単な計算と、実際に

企業で使われている汎用有限

要素法パッケージを使って計

算を行う。 

１有限要素法の理論とプログラミングテクニ

ック（1-9） 

(１)一次元問題の有限要素法 

(２)弾性有限要素法 

(３)多次元連立方程式および境界条件の扱い

方法 

(４)弾塑性有限要素法 

(５)剛塑性有限要素法 

(６)非線形方程式の解法 

２有限要素法解析の実習(10-15) 

(１)エクセルによる弾性有限要素法解析の実

習 

(２)ANSYS による有限要素法解析の実習 

材料力学、弾

塑性力学を

修得してい

ることが望

ましい。 

河部  徹 第２ｸｫｰﾀｰ 

デ 

ィ 

ジ 

タ 

ル 

回 

路 

シ 

ス 

テ 

ム 

特 

論 

電子機器はディジタル回路に

よって実装されたプロセッサ

や周辺機器、及び、信号処理回

路が有機的に結合したシステ

ムとして構成される。そのよう

な大規模ディジタル回路シス

テムの構成法や効率的な設計

法、高性能化技術について講義

する。実用的なディジタル回路

の設計開発とソフトウェアと

の協調を実習し、講義の理解を

深める。

(１)～(４)は座学であり、(５)から以降はすべ

て実習である。 

(１)イントロダクション 

(２)電子機器(システムオンチップ)の基礎 

(３)小規模化・高性能化を考慮したディジタル

回路の設計法 

(４)ディジタル回路の動作検証手法 

(５-８) 実用的なディジタル回路の設計実習 

(９-11)ソフトウェアとの協調実習 

(12)高位合成(C からのハードウェア生成)の基

礎 

(13-14)高位合成によるディジタル回路の開発

実習 

(15)まとめ 

実用的なデ

ィジタル回

路を実際に

作る実習が

主であるた

め、受講を希

望する学生

は以下の条

件を満たし

ていること。 

(１)ディジ

タル回路の

設計開発用

CADツール

（Xilinx社

のVivado)を

十分に使い

こなせる。 

(２)FPGAボ

ード

(Digilent社

のZYBO)が使

える。 

(３)ディジ

タル回路(論

理回路)の基

礎と基本的

な設計法を

十分に理解

している。 

山脇 彰 第４ｸｫｰﾀｰ 



先 

端 

電 

気 

工 

学 

特 

論 

巨大エネルギーシステム、分散

型電源、自動車、宇宙における

電気エネルギーや電気エネル

ギーの発生・輸送・消 費・貯蔵

に関わる先端技術とモバイル

機器から社会インフラまで情

報通信やパワー制御に用いら

れる電子デバイス や電子デバ

イス関わる材料・設計・プロセ

ス・パッケージ・応用に関わる

先端技術を専門分野の教員が

講義する。

(１)電気エネルギーから見た省エネルギー技

術とスマートグリッド（三谷） 

(２)電力システムの信頼性を支える解析・制御

技術（渡邊） 

(３)エネルギーと環境および電気エネルギー

システムの基盤技術（大塚） 

(４)電気エネルギー機器を構成する電気絶縁

システムと絶縁材料技術（小迫） 

(５)太陽電池材料の進展と次世代太陽電池（白

土） 

(６)環境・エネルギー問題とパワーエレクトロ

ニクス技術（安部） 

(７)強相関電子デバイス（松平） 

(８)半導体表面のナノテクノロジー（内藤） 

(９)デバイス先端プロセス（和泉） 

(10)集積システム（松本） 

(11) 磁気浮上とメカトロニクス（小森） 

(12) 省エネルギーのための磁性材料技術開発

（竹澤） 

(13) カーボンナノチューブを転写した多孔質

樹脂の電極への応用（大門） 

(14) 半導体電力変換システムとその電力応用

（長谷川） 

電気工学に

関する先端

技術の解説

を行うので

積極的にか

つ好奇心を

持って講義

に臨むこと。 

和泉 亮 

小森 望充 

白土 竜一 

竹澤 昌晃 

内藤 正路 

松本 聡 

松平 和之 

三谷 康範 

安部 征哉 

大門 秀朗 

大塚 信也 

小迫 雅裕 

長谷川 一徳 

渡邊 政幸 

隔年 

第３ｸｫｰﾀｰ 

〔偶数年度〕

先 

端 

電 

子 

工 

学 

特 

論 

電子工学分野における技術の

進歩はめざましく、これらの先

端技術および動向を知ること

は、社会で活躍する上で重要で

ある。本講義では、音声や画像

などのセンシング技術から信

号処理、回路設計、集積回路な

ど、エレクトロニクス機器やシ

ステムを設計製作するための

先端技術、通信・ネットワーク

に関する最先端の技術および

その動向について、各専門分野

の教員が講義する。 

(１) ガイダンス 

(２) 様々なセンシング技術 

(３) ディジタル回路システム 

(４) 半導体集積回路 

(５) IoT と EMC 

(６) 環境電磁工学 

(７) IoT とネットワーク 

(８) 知的コンピューティング 

(９) 光情報処理 

(10) IoT・AI技術の現状と今後の展開 

(11) 画像処理 

(12) 音響信号処理 

(13) 産業用ロボットとセンシング 

(14) MEMS とマイクロマシン 

(15) まとめ 

本講義を理

解するため

には、電磁気

学、電気回

路、電波工

学、信号処

理、通信工学

に習熟して

おくこと 

池永 全志 

芹川 聖一 

張 力峰 

中藤 良久

本田 崇

河野 英昭 

中司 賢一 

松嶋 徹 

水町 光徳 

山脇  彰 

楊 世淵 

脇迫 仁 

隔年 

第４ｸｫｰﾀｰ 

〔奇数年度〕

ナ 

ノ 

材 

料 

化 

学 

特 

論 

物質の大きさをナノメートル

(nm = 10-9 m)程度のスケール

にすると特異な物性や現象が

生じる。本講義では、主に化

学が関連する、大きさや形状

の制御する方法、発現が期待

される現象、応用分野を説明

する。また材料の作製に利用

されることが多い、真空技術

(真空ポンプ、真空計等)につい

て簡単に解説する。ナノメー

トル程度のサイズと化学的な

特性を利用した材料として、

ナノダイヤモンド、多孔質炭

素材料がある。本講義ではこ

れらの材料に関する論文を読

み、一部輪講を行い、解説を

する。

(１)ナノテクノロジー概論 
(２)エネルギー・環境問題とナノテクノロジー 
(３)材料のナノ構造と機能化 

(４)ナノ加工―先端・新機能デバイスの創製 
(５)真空技術(I) 
(６)真空技術(II) 

(７)まとめ（I） 
(８)中間総括及び演習 
(９)「Deagglomeration and 

  functionalisation of detonation 
  diamond」 
(10)「Deagglomeration and 

  functionalisation of detonation 
  diamond」 
(11)「Carbon materials for 

  electrochemical capacitors」 
(12)「Carbon materials for 
  electrochemical capacitors」 

(13)「Carbon materials for 
  electrochemical capacitors」 
(14)まとめ 

(15)総括及び演習

偶数年度 

のみ開講 

深くはない

が広い範囲

の学術分野

の用語(特に

物理の分野)

がでてくる。

知らない用

語について

はその意味

と現象につ

いて調べる

ことが望ま

しい。 

坪田 敏樹 隔年 

第１ｸｫｰﾀｰ 

〔偶数年度〕

材 

料 

科 

学 

特 

論 

材料を使ったものつくりで

は、光学的、熱的、電気的、

磁気的、力学的など材料の持

つ性質を利用しているが、こ

れらは材料の内部構造と密接

な関連がある。本講義では、

材料の示す物性の原理につい

て学ぶ

(１)材料のいろいろな性質 

(２)材料の光学的性質その１ 

(３)材料の光学的性質その２ 

(４)材料の熱的性質その１ 

(５)材料の熱的性質その２ 

(６)演習 

(７)材料の電気的性質その１ 

(８)材料の電気的性質その２ 

(９)材料の磁気的性質その１ 

奇数年度 

のみ開講 
マテリアル系 

教員 

隔年 

第２ｸｫｰﾀｰ 

土曜 

または 

夏季集中講義 

〔奇数年度〕



(10)材料の磁気的性質その２ 

(11)材料の力学的性質その１ 

(12)材料の力学的性質その２ 

(13)材料の力学的性質その３ 

(14)演習 

(15)まとめ 

計 

算 

材 

料 

学 

特 

論 

材料の開発設計において、ナ

ノスケールからマクロスケー

ルに至る幅広い領域で、いろ

いろなシミュレーション技法

が実験手法の一つとして盛ん

に活用されている。本講義で

は材料工学分野におけるシミ

ュレーション技法について、

演習を行いながら学ぶ。 

(１)材料工学におけるシミュレーション技法

その１ 

(２)材料工学におけるシミュレーション技法

その２ 

(３)状態図シミュレーションその１ 

(４)状態図シミュレーションその２ 

(５)演習Ⅰ 

(６)組織シミュレーションその１ 

(７)組織シミュレーションその２ 

(８) 演習Ⅱ 

(９)物性シミュレーションその１ 

(10)物性シミュレーションその２ 

(11)演習Ⅲ 

(12)その他のシミュレーション１ 

(13)その他のシミュレーション２ 

(14)演習Ⅳ 

(15)まとめ 

偶数年度 

のみ開講 

課題によっ

てはコンピ

ューターを

用いた演習

を行う。 

マテリアル系 

教員 

隔年 

第２ｸｫｰﾀｰ 

土曜 

または 

夏季集中講義 

〔偶数年度〕

Ｍ 

Ｅ 

Ｍ 

Ｓ 

特 

論 

微小な電気機械システムであ

るマイクロマシンやMEMS 

(Micro Electromechanical 

Systems)の構成要素、動作原

理、微細加工技術、システム

化、応用事例について、周辺

技術の最新の開発動向にも触

れながら講義する。 

(１)身の回りのMEMS 

(２)マイクロ理工学 

(３)微細加工技術 

(４)MEMSの電磁気学 

(５)固体アクチュエータ 

(６)静電アクチュエータ 

(７)磁気アクチュエータ(Ⅰ) 

(８)磁気アクチュエータ(Ⅱ) 

(９)マイクロセンサ 

(10)マイクロエネルギー源 

(11)応用事例（光MEMS、高周波MEMS） 

(12)応用事例（パワー MEMS） 

(13)応用事例 

（μ-TAS、マイクロロボット） 

(14)プレゼンテーション(Ⅰ) 

(15)プレゼンテーション(Ⅱ) 

本講義を理

解するため

には電磁気

学に習熟し

ておくこと。 

本田 崇 第２ｸｫｰﾀｰ 



２．スーパーティーチャーズカレッジ 

科目名 講義概要 授業計画 

履修上の 

注意事項

等 

担当教員 開講ｸｫｰﾀｰ 

現 

代 

数 

学 

特 

論 

現代数学やその応用に関する

いくつかのトピックスを選び

解説する。解説するトピック

ス、並びに講義概要は年度毎に

定める。 

授業計画例（過去の実施例） 

（無理数と離散数学のトピック）  

無理数の有理数による最良近似、 

組み合わせ幾何、詰め込み問題 

（群の体系、整数論と代数的暗号系のトピック） 

群の理論、フェルマの小定理、RSA暗号、 

離散対数問題、エルガーマル暗号 

（論理に関するトピック） 

数学における論理、 

命題論理と完全性定理、 

述語論理と完全性定理、 

定理の自動証明、導出原理、背理法 

（現代数学とその応用に関するいくつかの 

トピック） 

  カオス入門、 

微分方程式による現象の解析 

（経営・管理のための数学に関するトピック） 

数理計画問題、保険の数理とオプション 

特になし 酒井  浩

鈴木 智成

藤田 敏治

若狭  徹 

野田 尚廣 

平之内敏郎 

大輪 拓也 

第２ｸｫｰﾀｰ 

夏季集中講義 

８月下旬 

（未定） 



九州工業大学大学院工学府社会人修学支援講座願書（兼履歴書） 

申し込み区分 
□ 科目等履修生        □ 聴講生 
（※いずれかに を付してください。） 

（※単位修得を希望する場合は科目等履修生となります。） 

写真貼付 
氏
ふり

 名
がな  （ 男 ・ 女 ）

（   年  月  日生）

住 所

（〒  ―   ）

（電 話：            ） 

（e-mail： @       ）

勤務先名

所属・役職等

勤務先住所
（〒  ―    ）

   （電話：          ）

学歴・職歴

（学歴は高校卒業以降）

学

歴

  年   月                卒業

  年   月                卒業

  年   月                卒業・修了

  年   月                卒業・修了

職

歴

  年   月

  年   月

  年   月

  年   月

※大学卒業以上の学歴を有していない場合は、職歴に関する主要な業績、業績目録、科目と関連する活動暦等を裏面に記入してください

履修科目 
（申し込みを希望

する科目名を○で

囲んでください。 

複数可） 

技 術 者 大 学 院 講 座 

知的財産論 

第２ｸｫｰﾀｰ

ＭＯＴ特論 

第３ｸｫｰﾀｰ

産業組織特論Ａ

第３ｸｫｰﾀｰ・偶数年度

産業組織特論Ｂ

第３ｸｫｰﾀｰ・奇数年度

近現代産業文化史特論

第１ｸｫｰﾀｰ・偶数年度

ジェンダー史特論

第１ｸｫｰﾀｰ・奇数年度

バリアフリー交通論

第３ｸｫｰﾀｰ

地 盤 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 工 学
第２ｸｫｰﾀｰ集中・偶数年度

知的システム構成特論
第１ｸｫｰﾀｰ

弾性力学特論 

第２ｸｫｰﾀｰ

応用構造解析特論 
第２ｸｫｰﾀｰ

ディジタル回路システム特論
第４ｸｫｰﾀｰ

先端電気工学特論
第３ｸｫｰﾀｰ・偶数年度

先端電子工学特論
第４ｸｫｰﾀｰ・奇数年度

ナノ材料化学特論 
第１ｸｫｰﾀｰ・偶数年度

材料科学特論 
第２ｸｫｰﾀｰ集中・奇数年度

計算材料学特論 
第２ｸｫｰﾀｰ集中・偶数年度

ＭＥＭＳ特論 

第２ｸｫｰﾀｰ 

スーパーティーチャーズカレッジ 

現代数学特論 
第２ｸｫｰﾀｰ・夏季集中 

８月下旬（未定） 

履修を希望

する理由

裏面につづく



※活動歴

※職業を有している場合のみ、勤務先から以下に承諾を受けてください。

【勤務先所属長の証明欄】

            が、貴学、大学院工学府社会人修学支援講座を 

履修することについては、差し支えありません。

  年  月  日

                        所属長等             印

 個人情報については、必要となる諸手続きや連絡事項以外の目的には使用いたしません。


